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　2020年は雪の無い正月を迎え、南会津にまとまった雪
が降ったのは2月6日です。
　2月8日と9日に開催された、大内と只見の雪まつりでは、
雪が降った事も有り、雪国らしいまつりが開催されました。
　8日、大内には多くの観光客が訪れました。駐車場は満車
の時間もあったそうです。日本一のだんごさしは、訪れた人
が誰でも参加できるだんごさしです。多くの人が思い思いの
枝にだんごをさし、冬の行事を体験しました。
　外国人の姿も多く見られました。高台へ上ったベトナム人
は「友達のＦＢ（フェイスブック）を見たので気になって来ま
した」「きれい」と話していました。台湾からの若者は、自分達
でレンタカーで来たそうです。「蔵王でスキーをして、南会津
へ立ち寄った。寒いです。でも、きれいです」と楽しそうでし
た。駅からタクシーを利用したグループは、「帰りのタクシー
が混んでいて予約できなかった、残念、バスはあるかな」と、
交通手段が便利になる事を願っていました。
　夜の「御神火載火（ごじんかさいか）」や花火は冬の夜空
をいろどっていました。

　2月14日、暁の星幼稚園の園児や保護者が
だいくらスキー場で親子そり乗り会を行いまし
た。雪の少ない今年ですがそり乗り場は十分の
雪がありました。マスコットだいちゃんも、じゃん
けんで子供達を楽しませてくれました。

スキー場情報　2月28日現在
だいくら　3月1日はバッジテストを開催予定　
たかつえ　スノーパークを除く殆どで滑走可
南郷　南郷ロッジより上部コースで営業中
高畑　営業はＨＰをチェック

　只見町の雪まつりも、8日、9日の二日間開催されまし
た。会場は只見駅前。東京オリンピックにちなんで東京駅
の雪像が製作されました。暖冬、雪不足の中、新潟県境
から雪を運び雪像を製作したそうです。
　雪像の前では、歌やお笑いなど、多くのショーが繰り
広げられました。会場のお店は、地元民が中心でにぎや
か。お隣の新潟県からも出店していました。只見町と新
潟県三条市はあと数年後、国道289号が開通し結ばれ
る予定です。新潟県との交流は始まっていました。雪の少
ない祭りでしたが、昨年以上の人が訪れました。

雪むすめの二人が会場や只見の案内を行っていました。

　2月16日、南会津町高野地区で「高野の冬まつり」が開催さ
れました。ＮＰＯ法人森野会（星義道代表）が企画しました。今
年は雪の無い中での開催でしたが、参加者は、森の散策や
ファットバイク乗りなど、多くの遊びを体験しました。　
　森野会では2017年から、冬の間通行止めとなる高野から下
郷町戸赤へ向かう道路の雪を飛ばし、雪の滑り台を作ってきま
した。雪のすべり台には町内外の親子らや若者が遊びに訪れて
いました。
　今年は道は勿論、山にも雪はありませんが、会場は楽しい遊
び場となっていました。2年間かけて作ったツリーハウスや、ス
タッフが作った大型カルタ、そしてタイヤの太いファットバイクを
体験。森林散策では、南会津フォレストインストラクター会の平
野健一さんと星義道さんと歩きました。木の実や常緑樹を手に
とったり、シカが水分を取るためになめた杉も観察しました。山
小屋の中では麦わらでオーナメントづくりの
ワークショップが行われていました。講師は掃部
（かもん）ちづるさん。麦わらを星や雪の結晶のよ
うな形に組み合わせ、思い思いの形にして完成！　
　遊ぶ人は勿論スタッフも楽しんで参加してい
ました。見るだけでなく体験し遊ぶ冬まつりでした。

2年がかりで製作したツリーハウス

タイヤの太いファットバイク　思ったより軽い

冬山の散策
案内：平野健一さん
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新潟県より出店


